
 



宇都宮大学多文化公共圏グローバル演習課題 

２０２３年１月２７日新春句会 事前課題 

（１月１０日締め切り・句会までにすべての俳句を翻訳するため、締め切り後

は受け付けないので注意してください。） 

 

・１月２７日当日の流れ 

句会月見草の俳句、宇都宮大学学生の俳句を、日本人は日本語で、チェコ人は

チェコ語で読み、当日その場でそれぞれ選句をします。 

選句後それぞれじっくりと俳句を改めて読む時間を取ったあと、（１０〜２０分

程度）選んだ句、気になった句などについての質問や、コメントを発表しあい、

チェコ俳人、学生との自由な交流をとります。 

 

・ 事前課題、兼題 

以下の二つの季語から一つ選び、一人一句、簡単な創作背景やコメントを添え

て、C-leaningに提出してください。 

絨毯は冬の季語、初風は新年の季語です。 

 

＊絨緞
じゅうたん

 （絨毯、カーペット） 

獣毛などを用いた毛織物の一種で、美しい文様や絵が織り込まれている。 

本来は保温用の冬の敷物だが、最近は一年中しく家もある。 

（合本 俳句歳時記第四版、角川学芸出版、２００８年） 

 

＊初風 （春の初風） 

 

元日に吹く風である。冬の中なので、つめたい風であることが多いが、暖冬に

は、元日であることも加わって、やわらかい風と感ずることもある。 

〈本意〉『夫木和歌抄』に「池水の氷に宿る年なみを数ふるものは春の初風」と

いう慈鎮の歌がある。冬の季節に、気持の春を味わわせる風といえよう。 

 

（新歳時記・新年 軽装版、平井照敏、河出書房新社、２０２１年） 

 



 

  



 

  



  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

  



  



 

  



 

  



 

  



 

  



 

オンライン国際交流 2022／チェコ共和国 

松井貴子「多文化公共圏実践演習（グローバル）」 

多文化公共圏フォーラム第 16回 

尾形祐美「南チェコでことばについて考える」講義資料 

「句会月見草 in 宇都宮大学：チェコの俳人との合同句会」 
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